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               分割表の周辺同等性の検定
                                   安 楽 和 夫
 左右の視力のように，対にたった2つのものを同じ基準で測ることがある．この時，データは，一般
に，ブ×一 Vの正方分割表にまとめられる．今，セル確率をカゴj，云，プ＝1，．．．，ヅ，か、＝Σ加，力十5＝Σかj，
                                    5＝1         －E1
   尾              工                       r  r力固。＝Σか。，力。川＝Σ力。jと置く．ただし，ΣΣか戸1とする．このような分割表の解析で最初に
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               τ一Iと表せる．そこで，一般に，ル＝Σmゴ（m同。一m。同）（肌＞O，タ＝1，．．．，7－1）に基づく両側検定のクラ
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               社会調査法の課題について
                                    坂 元 慶 行
 わが国では，現在，毎年相当数の世論調査が実施されており，それらは政治的にも社会的にも欠きた
役割を果たしている．しかし，世論調査は，いま，さまざまな問題を抱えており，ある意味では大きた
転機を迎えようとしている．そこで，今後の世論調査研究に備えて，現在の世論調査の問題点を整理し，
検討課題を明確にした．
 世論調査に限らず，統計調査は，①目的を決め，②質問を作り，③サンプルを抜き，④回答を得て，
⑤結果を解析する，という5つの過程から成る．これらのうち，②～④はデータ収集に関わる過程であ
り，これらの過程はそれぞれに大きな問題を抱えている．たとえば，②に関しては，多様化する世論の
動向を的確に捉え得る質問文の作成が急務であり，③に関しては，最終抽出単位（個人）のサンプリン
グに必要な住民基本台帳の閲覧の煩雑化・．困難化に対する対策にも配慮しておく必要があろう．
 しかし，それにもかかわらず，現在の世論調査を根底から揺るがしかねたい最も深刻た問題は，④の
過程の，回収率の低下という形で表面化している問題である．回収率低下の原因は，a）共働きやマン
ションの増加，生活時間の変化等，生活環境の変化に因るもの，b）調査拒否等，被調査者側の態度に因
るもの，C）調査員の熱意やモラルの低下等，調査主体側の事情に因るもの等，いくつかのケースに分け
られる．一見して明らかたように，これらの現象はいずれもいわば時代の産物である．したがって，抜
本的た解決策を見いだすことは容易ではたいが，検討に値する対策がたい訳ではたい．たとえば，調査
員の組織化や常雇化等によって優秀た調査員を確保し，回収率の向上を図ることは基本的に重要な課題
である．しかし，調査の目的が母数の時間的変化の推定にある場合には，目的が特定時点の母数の推定
にある場合ほど，回収率に拘泥したくてもよいと思われる．むしろ，電話やファックスなどの通信機器
を利用したモニター調査等を導入することによって，時問的な変化の即時的な検出に特化する方が有利
とも思われる．事だ，投票行動や消費行動だとの予測を目的とする場合には，有効な予測方式の開発と
いう立場に徹すれば，多少回収率が低いからといって予測方式の開発が不可能とは限らない．このよう
に，今後は，調査の目的を細かく特定し，その目的に対応した調査方法を個々に考案することも必要に
